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精神 ･運動領域の学び方の分析
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は じ め に

当短期大学では急性期の成人看護臨地実習前

に,アナムネ-ゼ聴取,ガウンテクニック,ス

キンケア (除毛,ガーゼ交換)などの学内演習

を行っている｡ 中でもガウンテクニックは学生

には清潔と不潔という目には見えないものを意

識化することが求められる難しい技術の一つで

ある｡このガウンテクニックの行為を ｢手洗

い｣,｢手を拭く｣,｢滅菌ガウンを着用する｣,

｢滅菌手袋をはめる｣という4段階に分けた時,

4つの中ではさほど困難とは思えない ｢手を拭

く｣という行為がスムーズにできない学生が数

名いた｡この学生たちは以後の臨地実習におい

て患者への共感性が乏しく,関心を持つことが

困難であり,実習指導に苦慮 した学生であっ

た｡ここでいう関心とは薄井の看護実践の方法

論で述べられている ｢三重の関心｣ の中の ｢対

象に第2の関心を注ぐ･-･もう一人の自分をつ

くり出し,追体験しつつ,その人の気持ちを感

じ取ってくる｣1) という関心である｡ 患者に関

心を持つためには自分とは違う他者の存在を認

め,自分と同じ人間である他者が病気で苦しん

でいるということを理解し,その相手の立場に

自分を置くことをイメージできる必要がある｡

また,運動などを行う時,人はイメージを活用

することによって目標とする動きを行うことが

できるようになる｡ これを意識的に行うことが

運動や稽古事などの技術向上を目的にイメージ

トレーニングをするという学び方である3)｡

｢手を拭 く｣ という行為がスムーズにできな

かった学生はこのイメージを活用するという学

び方に何らかの困難さが生じていることが考え

られた｡

そこで,学生がガウンテクニックの演習に対

してどの行為が難しく,なぜ難しかったのか,

また,技術演習時にイメージの活用をどのよう

にしているのか,個別に聞き取りをし,その過

程を検討したのでここに報告する｡

対象および方法

1)対 象

ガウンテクニックの演習中の,｢手を拭く｣

という行為が困難であった学生を含む看護学生

3回生14名｡この14名は実習終了後,研究-の

参加への了解を得た学生である｡

2)方 法

すべての実習が終了した時期 (平成14年1月

から2月)に学生と教官は1対 1で約20分から

30分以下の項目について面談をした｡

①ガウンテクニックの演習を ｢手洗い｣,｢手

を拭く｣,｢滅菌ガウンを着用する｣,｢滅菌手袋
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をはめる｣の 4段 階に分 けて難易度の順位 をつ のようにイメージを活用 したのかを質問 した｡

けて もらい,なぜ 困難であったかを尋ねた｡ ③これ までに技術 の獲得時 にどのような方法

②次 にガウンテ クニ ックの演習に対 して, ど を使 って習得 していたのかを聞いた｡

表1 ガウンテクニックチェック表

項 目 チ ェ ッ ク 項 目 自己

課題手を洗う (丑爪,指,関節に注意し

たか(丑指先から肘関節にむけてブラッシ

ングしたか(丑上腕部を洗ったブラシが再び手指

に触れなかったか(彰1度目,2度目,3度目と洗う

範囲を間違えなかったか⑤手の水を切って手を拭くまでに手指が他に触れたり

,水滴がかかったりしなかつた手を拭 く ①手指の清潔を保持しつつペーパーをとることができ

たか(9指先から拭き始めたか

(丑拭きおろしたガーゼを拭き戻さなかったか

④肘関節を曲げて腕

を回しながら拭きおろしたか(9拭き残 しは

ないか⑥ペーパーを落とすとき清潔部位に触れなかったか

⑦拭き終わった両手を体から離

して組んだか滅菌ガウ
清潔看護師ン装着 ①正しく

マスクをつけたか(丑髪を帽子にすべて入れたか(郭正しく手

を洗い,手を拭けたか④介助者より不潔になら

ないように清潔ガウンを袋よりとることができたか⑤清潔に注意しながらガウンを広げることができたか

⑥襟のひもを

持ち,腕を通して清潔を保ちつつガウンが着れたか(力ガ

ウンを着て両手をガウンから離 して組んだか介助署①ガウンが不潔にならないように清潔看護婦に渡せることがで

きたか(9清潔看護師がガウンの片方に腕を通してから襟のひもを持ち,もう片

方の腕を通して清潔を保ちつつひもを結ぶことができたか(丑ガウン

の腰ひもを結びガウンが着れたことを裾を引っ張って合図できたか滅
菌手袋をはめる ①介助者より不潔にならないように

手袋台紙ごと取 り出せたか(9手袋の台紙の端を持って手

袋に触れないように広げることができたか③手袋の折 り返しを

持って台紙から取り出せたか(彰折 り返 しを持って不潔にならないように片方に装着できた

か(9手袋をはめた
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なお,研究報告については面談の前に同意を

得た｡

3)用語の定義

イメージは内的表現の一つの形態で,現実に

刺激対象がない時に生じる疑似知覚的経験であ

る4)｡イメージの想起 ･生成は,理解や思考 と

いった高次認知機 能の基礎 となるものであ

る4)0

4)ガウンテクニックの演習の詳細

ガウンテクニックのチェック項目は表 1を参

照｡学生には周手術期においてこの手技が必要

となる根拠を含め,手順に至るまで事前学習を

義務づけている｡ また,医療手洗い水製造装置

を使用し学生一人一人が実際に一連の行為を行

い,それを教官がチェックおよび指導 した｡学

生にはできるまで繰 り返 し行わせている｡

結 果

ガウンテクニックの演習を4段階に分け難易

度の順位をつけたものが表 2である｡ ｢滅菌手

袋をはめる｣を難易度の 1位に選んだ学生は8

名であった｡ついで ｢滅菌ガウンを着る｣を 1

位に選んだ学生は6名で,滅菌されたものを扱

う両方が難易度の高いものであった｡逆に困難

と感 じなかった行為は ｢手を洗う｣を5名が 4

位 とし,｢手を拭 く｣は9名が 4位 とした｡

また,なぜ困難だったのかその理由を尋ねた

ところ ｢滅菌手袋をはめる｣は ｢ゴムの折 り返

しを伸ばして袖を中に入れるのが難 しい｣,｢ゴ

ムが小さい｣,｢きちんとはめられない｣など,

ゴム製品自体の扱いに くさがほとんどであっ

た｡ついで ｢滅菌ガウンを着用する｣の困難な

点は ｢清潔に気をつけながらガウンを着るこ

と｣,｢見えないところを意識 して不潔にしない

ように着る｣など,視野を広 く持ち,清潔不潔

を努めて意識化することを求められていること

であった｡この他に ｢手を洗う｣を2番目に困

難とした学生は ｢日頃から行っている行動であ

るが,今までにこれほどまでに意識 して手を洗

うことがなかったことにとまどいがあった｣ と

している｡ ｢手 を拭 く｣ は9名の学生ではス

ムーズに行えたとしていたが,3番 目に困難 と

表2 ガウンテクニック難易度順位

項自 軍例 A B C D E F G H Ⅰ ∫

K L 九4 N手 洗 い 3 3 4 4

3 3 4 3 3 4 4 2 2 3手 を 拭 く 4 4 3 3 4 4 3 4 4 3 3 4

LI 4滅菌ガウンを着る 1 2 2 2 2 1 2

1 2 2 1 1 I 2滅菌手袋をはめる 2 1 1 1 1 2 1 2 1 1 2 3 3

1イ メ ー ジ した した した *なし した した した *不明 した した *なし した した した した

*はイメージが不明か,しなかった学生

表3 学生が感じた各行為の困難な点手 を 洗 う 不潔の部位がわかりにくい意識をしてい
ないと他にぶつかる意識をしていないと水が垂れてくる

手 を 拭 く 右と左の動きが違う
洗った手が不潔にならないようにペーパー

を捨てること滅菌ガウンを着る
視野を広く持つ
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表4 事前学習の方法

｢手を拭く｣行為が困難でなかった学生 ｢手を拭く｣という行為が困難であった3名の学生

①教科書により手順を勉強する (丑｢教科書の手順を覚えた｣だけと答えてい

る○②次に頭の中で実際に自分が行っているシミュレーシ ョンをする ②他の学生が行っている時にただ手順が間違っていないかのみに注意を払って見ていた

と回答 o(裏そのイメージを持って,演習に臨む (9この学生たちに鉄棒や跳び箱などの運
動を習得する(彰他の学生が演習している時も自分がやっているとイ とき.の方法を尋ねたところ,ただ
ひたすら体を使つメ-ジしながら見ているという回答o て練習

するのみであると回答 ○した学生 5名いた｡

その学生に理由を聞いたところ ｢左右違う動作

が難 しかった｣と答えている (表 3)｡ また,

この学生たちの3名は演習指導の際,この ｢

手 を拭 く｣ という手先からペーパータオルを使

い拭きおろし,外側から捨てるという行為がで

きない学生であった｡いずれの学生も片方の手

をねじりながらもう片方の手でしごきながら拭

きおろすという左右非対称の行為がとれないこ

とと,拭き終わったときに腕の外側からペーパータオルを捨て

ることができなかった｡次に,学生たちに

これまで基礎看護技術を習得する時にどのよう

にイメージを活用 したか聞いた (表 4)｡ その結果

,｢手を拭 く｣行為が困難でなかった学生は

まず教科書により手順を勉強 し,次に頭の中

で実際に自分が行 うシ ミュレーションをし,そ

のイメージを持って,演習に臨む

ようにしていると答えた｡このようにこれま

でも技術演習に臨む時には文字で手順を確認 し

,同時にイメージ トレーニングを行っていると

している｡ 実際の演習時には他の学生が演習し

ている時も自分がやっているとイメージしなが ら見てい

るという回答であった｡｢手を拭 く｣ という

行為が困難であった3名の学生は ｢イメージし

ない｣もしくは ｢不明｣と答えた｡また,この

3名の学生たちにどのようにして事前学習 して

きたのか聞いたところ ｢教科書の手順を覚えた

｣だけと答えている｡実際に自分が行っている

ところを頭の中でイメージすることはしなかっ

たのかを問うたところ ｢イメージする｣といこ

と事態どうするのか解らないということであった｡この学生の一人は他の 学生が行っている時

にただ手順が間違っていないかのみに注意を

払って見ていたと述べている｡ さらに,この学

生たちに鉄棒や跳び箱などの運動を習得すると

きの方法を尋ねたところ,ただひたすら体を使って練習す

るのみであると答えた｡｢手を拭 く｣こと

が困難であった学生に教官は 1対 1で指導をし

た｡鏡像のように相対 して指導を行った時はペ

ーパータオルを腕の外側から捨てるということ

が なかなかできず,教官が横に並んで指導 して

初めて行うことができた｡この学生たちの動き

は全体を通 して非常にぎこちなく,自分の体を

自由にコントロールすることができないような動 きであった｡

考 察ガウンテクニック

の技術演習において ｢滅菌手袋を履 く｣｢滅菌

ガウンを着る｣ という行為が難易度の高い順位

を占めた｡これは視野を広く持ち,自分の身体

と周囲との距離を意識 し続けなければならない

集中力の持続の難 しさのためと考えられる｡ か

つ,目に見えない清潔不潔という概念を念頭に置きながら行為をすること

の難 しさを示 している｡難易度の低い ｢手

を拭 く｣という行為は手を前に揃えることで

視野の中に保つことができる｡ その視野の中で

ペーパータオルを手先から拭きおろすことは,

より清潔不潔の実感を確認させることが可能で

ある｡ しかし,ここでの困難さは左右の手の動きの違いである｡そこにぎ

こちなさを生 じさせる｡これらの技術を習

得する過程においてイメージを活用することは上達の早道であ
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でに他の研究で述べられている｡朝倉らはある

適切な行動を行おうとする時,自己運動と環境

の空間構造およびそれらの相互作用のイメージ

を持つことが重要である5)と述べている｡ ま

た,他者の運動を観察する時に生じる神経活動

はブローカ野を含む下前頭葉に存在し,その回

路はミラーシステムと呼ばれる｡ このシステム

は他者が行う運動と,自分が行う運動とを対応

づけることによって,自分と他人を結びつける

仕草から言語に至るコミュニケーションを支え

る基盤となっていると考えられている6)｡他者

の運動をまねすることで自らの運動を学習する

プロセスは感覚運動制御における他者と自己の

対応を,自己の姿のイメージに置き換えて行う

ことからなる｡

｢手を拭く｣行為が困難であった学生が他の

学生が行っている時にただ手順のみに注意を

払ったと答えていること,教官が相対しての指

導では正しい行為ができなかったことから他者

の姿に自己の姿のイメージを置き換えるという

ことが困難なのではないかと考えられた｡人は

自分の体を動かす時に必要なのは平衡と協同作

用を迷路の制御によって調整することにある｡

そしてこれが感覚として現れ,それが運動感覚

である｡ その時に重要になるのが身体図式と呼

ばれる身体の様々な部位,姿勢,移動,さらに

この活動や姿勢をつくり出していく潜在的可能

性についてのイメージである｡ 身体図式は身体

の視覚像と,皮膚の表面によって感じる身体と

を一致させるシステムである｡ そして,ここで

さらに重要となるのは自分の身体の確かな表象

を持つことである7)｡ これはひいては環境と自

己の関係を明確にすることにもなる｡ 自己の位

置付けが暖昧であると身体の動きばかりでなく

自己と他との分離や融即が不十分となる8)｡ そ

うなると他-自己を置き換えるというイメージ

の活用は困難となる｡しかし,逆に身体の一つ

一つの動きに伴う ｢感覚エピソード｣の違いを

意識させ,同時にそれぞれが別のあらわれであ

ることを意識させる9)ことにより自己と他との

分離や融即ができるようになるとも考えられ

る｡

看護教育において精神 ･運動領域は看護技術

を意味する｡ 看護技術は自分の体を使い環境に

働きかけ,患者の生活を整えることにつながる

技術である｡ その段階から自己の身体の動きを

意識させ,練習を繰り返すことは有効な結果に

つながるかもしれない｡

このことを踏まえて看護演習を行い,その効

果を明らかにする必要がある｡

結 論

教官が横に並び,手を取って指導しなければ

技術の習得が他の学生よりも明らかに困難な学

生は意識してイメージの活用をしていない可能

性があった｡また,それができない背景には身

体の知覚レベルが低く,自己の身体図式がイ

メージできていないことが推測された｡その結

莱,自己と他との分離,融即ができず,他者-

自己を置き換えるというイメージができないと

考えられた｡
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